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一　研究の方法と目的

　報告書の発刊された重要文化財民家における、最大柱幅

について分析するのが本論文である。最大柱幅の数値は、

A	筆者が実測したもの

B	修理工事報告書で大半の柱幅の記載があるもの

C	修理工事報告書で柱幅の代表値のみ記載があるもの

D	修理工事報告書の図面から計測したもの

をデータとして用いた（表 4）。Dの図面計測は精度が低い。

最大柱幅が判明したのは 197 棟であった。

二　既往研究

　最大柱幅については、主に「大黒柱」幅という観点で論

じられてきた。太い柱や大黒柱の幅に関する指摘は、

a	指物などが集中することによって太い柱が必要になっ

たという指摘注 2

b	大黒柱幅が時代が下る程太くなるという指摘注 3

c	大黒柱幅が時代が下る程若干細くなるという指摘注 2

d	太い柱が大規模な民家に用いられているという指摘注 4

e	雪に耐えるために柱を太くしているという指摘注 5

がある。b と c は相反する。また、a ～ e は寸法データが

示されていないか特定地域に限った柱幅分析であり、本論

文のような重要文化財民家に限りながらも寸法データを

示した全国的な柱幅分析はない。b,c,e について本論文に

おいて再検証したい。

三　最大柱幅の時代的地域的傾向

　各重要文化財民家の最大柱幅の全国平均値は 0.80 尺で

（表 1）、全国最大値は高野家の 1.97 尺である（表 4）。こ

れは見える部分を太くした五平柱（見付幅1.97見込幅1.78

尺）であり、太く見せる意識が明確に読み取れる。全国最

小値は 0.35 尺で、沖縄の中村家等が該当する。

　表 1の時代ごとの平均値をみると、時代が下るにつれて

漸増する傾向が読み取れ、前述の c と反し、b と一致して

いる。ただし、最大柱幅は図 1の散布図のように、ばらつ

きが大きいため、「平均値」でみれば漸増することに注意

したい。また、時代が下るほど、最大柱幅の最大値と最小

値の差が開いていく傾向が概して読み取れる（図 1）。

表 1　最大柱の幅の全国平均と各時代の平均

全国 時代ごとの平均
平均 最大 最小 江戸前 江戸中 江戸後 江戸末 明治

母数 ( 棟 ) 197 12 78 70 29 8
最大柱幅 ( 尺 ) 0.80 1.97 0.35 0.78 0.77 0.82 0.82 0.88

　地域ごと注 1 の平均値は、下表のように東北は 0.94 尺、

甲信・北陸は .84 ～ .87 尺、近畿・中国は .79 ～ .81 尺、

東海は .75 尺、四国・九州は .59 ～ .66 尺と、北国ほど最

大柱幅の平均値が大きいことは注目される。

表 2　地域ごと注 1 の最大柱幅平均

地域
東北 甲信 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州

母数 ( 棟 ) 26 36 20 19 44 22 12 18
柱幅 ( 尺 ) 0.94 0.84 0.87 0.75 0.79 0.81 0.66 0.59

　では、北国ほど最大柱幅が太いということは、積雪量と

最大柱幅が比例している (e) のだろうか。各民家の積雪量

毎の平均をとったのが下表である。1990 年の最大積雪量

が 50cm 以上なら「多」、10 ～ 50cm なら「少」、10cm 以下

なら「無」とした注 6。下表のように積雪が多いほど最大

柱幅が大きい数値をとり、前述の eと一致する。

表 3　積雪量毎の平均最大柱幅

多 少 無
母数 ( 棟 ) 54 53 90
柱幅 ( 尺 ) 0.92 0.80 0.73

四　結論

　重要文化財の各民家の最大柱幅は、全国最大が 1.97 尺

で平均は 0.80 尺である。時代が下るほど最大柱幅の平均

値が大きくなる傾向があるが、ばらつきが大きいことに注

意したい。地域的には北国で太く南国で細い傾向があり、

大方積雪量と比例している。
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図 1　最大柱幅の散布図
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番
号

県名 雪 名称 時代 柱幅
( 尺 )

備考 測
定

099 山梨 多 高野 江戸後 1.97 五平 A
109 秋田

　
多 三浦 文久元 1.80 八角 B

020 京都 無 角屋 江戸後 1.79 A
252 宮城 少 佐藤 18 Ｃ後 1.70 丸太 C
111 秋田 多 奈良 宝暦頃 1.51 八角 A
117 宮城 少 洞口 宝暦頃 1.50 丸太 B
134 鳥取 多 矢部 江戸前 1.50 丸太 B
100 山梨 多 星野 天保 6 1.44 A
066 石川 多 時国 宝暦 6 1.38 A
174 愛媛 少 本芳

我
明治 22 1.32 C

029 奈良 無 岩本 嘉永頃 1.30 C
103 福島 多 横山 江戸中 1.30 丸太 D
256 福井 多 坪川 17 Ｃ末 1.25 股柱 A
098 山梨 多 八代 文化 5 1.22 五平 A
063 福井 多 瓜生 元禄 12 1.21 五平 A
141 島根 少 佐々

木
天保 7 1.20 B

172 愛媛 少 上芳
我

明治 27 1.20 D

091 静岡 少 植松 延享元 1.19 五平 D
106 山形 多 尾形 江戸中 1.17 十八

角
B

021 大阪 無 北田 宝永５
～享保
19

1.16 A

250 宮城 少 中澤 18 Ｃ末 1.16 丸太 B
073 石川 多 石倉 慶応～

明治初
1.14 A

007 長野 少 小野 文政前
後

1.12 B

041 奈良 無 豊田 寛文 2 1.11 C
040 奈良 無 中 明和 1.10 A
065 福井 多 堀口 18 Ｃ初 1.10 A
133 北海

道
多 花田

番屋
明治 38 1.10 D

095 山梨 多 門西 17 Ｃ末 1.09 B
261 大阪 無 鴻池

新田
嘉永 6 1.08 A

274 奈良 無 今西 慶安 3 1.08 C
086 新潟 多 笹川 文政 9 1.07 A
149 広島 多 奥 天明 8 1.06 B
220 栃木 少 入野 天保 12 1.06 B
094 静岡 少 大鐘 18 Ｃ初 1.05 B
226 群馬 少 黒澤 19 Ｃ中 1.04 C
112 秋田

　
多 草彅 天保頃 1.01 B

013 京都 無 澤井 元文５ 1.00 D
061 岐阜 多 荒川 寛政 8 1.00 D
101 福島 多 五十

嵐
享保 3 1.00 五平 D

116 宮城 少 我妻 宝暦 3 1.00 十六
角

A

118 岩手 少 後藤 元禄～
宝永

1.00 丸太 D

132 北海
道

多 下ヨ
イチ
運上

嘉永 6 1.00 D

223 群馬 少 茂木 江戸中 1.00 D
138 島根 少 堀江 安永 3 0.99 B
023 大阪 無 高橋 江戸中 0.98 B
028 奈良 無 藤田 18 Ｃ後 0.97 B
218 栃木 少 三森 享保 18 0.97 B

番
号

県名 雪 名称 時代 柱幅
( 尺 )

備考 測
定

279 埼玉 無 吉田 享保 6 0.97 B
155 広島 無 太田 18 Ｃ中 0.96 D
267 大阪 無 杉山 享保 19 0.96 B
085 新潟 多 渡辺 文化 14 0.95 A
154 広島 多 旙山 江戸中 0.95 九角 B
035 奈良 無 片岡 天明 2 0.94 A
113 秋田 多 嵯峨 江戸末 0.94 A
190 佐賀 無 西岡 安政 2 0.94 A
016 京都 無 伊佐 享保 19 0.93 A
001 三重 少 町井 江戸後 0.92 C
081 新潟 多 長谷

川
享保元 0.92 A

157 山口 無 菊屋 江戸中 0.92 A
158 山口 無 熊谷 明和 5 0.92 A
234 埼玉 無 大沢 寛政 4 0.92 D
033 奈良 無 中村 寛永９ 0.91 B
148 岡山 多 森江 17 Ｃ末 0.90 D
150 広島 無 吉原 寛永 12 0.90 丸太 B
231 埼玉 無 平山 18 Ｃ前 0.90 B
185 福岡 少 永沼 天保 10 0.88 A
064 福井 多 谷口 文化 6

頃
0.87 五平 A

058 岐阜 多 若山 寛政 9 0.86 B
053 和歌

山
無 増田 宝永 3 0.85 A

228 埼玉 無 高橋 18 Ｃ前 0.84 五平 C
219 栃木 少 荒井 18 Ｃ後 0.83 A
240 神奈

川
少 関 17 Ｃ前 0.83 B

217 栃木 無 岡本 18 Ｃ後 0.82 A
045 滋賀 多 宮地 宝暦 4 0.81 C
050 兵庫 無 岡田 延宝 2 0.81 B
052 和歌

山
無 中筋 嘉永 5 0.81 A

002 愛知 少 服部 天保 0.80 B
060 岐阜 多 大戸 天保 4 0.80 D
076 富山 多 嶋 18 Ｃ末 0.80 D
078 富山 多 浮田 文政 11 0.80 A
137 島根 少 熊谷 享和元 0.80 C
144 岡山 無 大橋 寛政 9 0.80 B
151 広島 少 木原 寛文 5 0.80 A
214 茨城 無 塙 18 Ｃ後 0.80 C
221 群馬 少 生方 17 Ｃ末 0.80 C
248 神奈

川
少 伊藤 18 Ｃ初 0.80 五平 D

258 大阪 無 吉村 江戸前 0.79 C
014 京都 無 行永 文政 8 0.78 C
093 静岡 少 中村 貞享 5 0.78 B
104 福島 多 馬場 江戸中 0.78 B
105 山形 多 有路 江戸中 0.78 B
167 徳島 無 田中 元治 2 0.78 C
210 茨木 無 中崎 元禄元 0.78 C
213 茨城 無 山本 江戸中 0.78 B
266 和歌

山
無 柳川 文化 4 0.78 B

273 広島 無 林 18 Ｃ末 0.78 C
077 富山 多 武田 寛政 0.77 A
246 富山 多 江向 17 Ｃ後

～ 18
Ｃ初

0.77 D

247 神奈
川

無 北村 貞享 4 0.77 B

番
号

県名 雪 名称 時代 柱幅
( 尺 )

備考 測
定

212 茨木 無 飛田 江戸中 0.76 B
278 和歌

山
無 鈴木 天明 5 0.76 B

092 静岡 少 友田 18 Ｃ前 0.75 B
125 青森 少 石場 18 Ｃ後 0.75 A
204 宮崎 無 黒木 天保

5-7
0.75 C

022 大阪 無 奥田 江戸中 0.74 A
056 岐阜 無 林主

屋
安永 2 0.74 D

070 石川 多 喜多 19 Ｃ初 0.74 A
075 富山 多 佐伯 明和 4

移築
0.74 A

262 奈良 無 西田 江戸前 0.74 B
195 長崎 無 本田 江戸中 0.73 B
025 大阪 無 山本 江戸中 0.72 D
096 山梨 多 平田 17 Ｃ後 0.72 B
215 茨城 無 羽生 江戸中 0.72 C
189 佐賀 無 川打 江戸中 0.71 D
272 徳島 無 福永 文政 11 0.71 C
005 長野 少 春原 17 Ｃ末 0.70 B
010 岐阜 多 牧村 元禄 17 0.70 A
018 京都 少 渡邊 江戸中 0.70 D
087 新潟 多 佐藤 元文 3 0.70 D
181 高知 少 竹内 18 Ｃ末 0.70 C
209 茨木 無 椎名 延宝 2 0.70 B
224 群馬 少 阿久

沢
17 Ｃ末 0.70 D

062 岐阜 多 小坂 安永 2 0.69 B
043 滋賀 少 大角 元禄頃 0.67 A
054 和歌

山
無 妹背 延享 3 0.67 A

122 岩手 少 伊藤 18 Ｃ前 0.67 B
004 長野 少 真山 明和 3 0.66 D
011 滋賀 無 西川 宝永 3 0.66 A
069 石川 多 小倉 江戸末 0.66 B
142 岡山 無 犬養 江戸中 0.66 D
003 愛知 無 望月 18 Ｃ後 0.65 B
222 群馬 多 戸部 18 Ｃ前 0.65 D
255 福井 多 橋本 18 Ｃ初 0.65 B
026 大阪 無 左近 江戸前 0.64 B
037 奈良 無 上田 延享元 0.64 B
126 青森 少 平山 明和 6 0.63 五平 A
232 埼玉 無 小野 18 Ｃ初 0.63 丸太 C
264 奈良 無 米谷 18 Ｃ前 0.63 C
017 京都 無 瀧澤 宝暦 10 0.62 B
216 栃木 無 羽石 18 Ｃ後 0.62 B
030 奈良 無 藤岡 18 Ｃ後 0.61 B
194 佐賀 無 山口 明治 0.61 C
051 兵庫 少 友井 元禄頃 0.60 C
127 青森 少 笠石 18 Ｃ後 0.60 D
147 岡山 少 前原 18 Ｃ後 0.60 B
159 山口 無 早川 文政 0.60 B
196 熊本 無 境 文政 13 0.60 A
032 奈良 無 河合 江戸後 0.57 B
110 秋田

　
多 土田 17 Ｃ後 0.57 D

156 広島 無 頼 安政 2 0.57 C
241 茨城 無 太田 17 Ｃ後 0.57 B
131 北海

道
少 中村 明治 22

頃
0.56 A

表 4　最大柱幅一覧（番号は集計用に仮に定めた。「測定」列の A,B,C,D は一章参照）

注
注 1）地域区分は、総務省統計局の地域区分を参照しながら地域ごとの母数が

10 棟以上となるように本論文で独自に定めた。総務省の区分と違う点は、棟数

の少ない北海道を東北地域に含めたこと、棟数の少ない東海地域を南関東地域

に含めたことである。北関東・甲信は総務省区分でも一体としていた。東海地

域の大半が東海道筋の県であり、甲信地域の大半が中山道筋の県である。

東北 (= 北海道・東北 ) 北海道、青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島

甲信 (= 北関東・甲信 ) 茨城、栃木、群馬、山梨、長野、　岐阜

東海 (= 東海・南関東 ) 埼玉、千葉、東京、神奈川、静岡、愛知、三重

近畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山

中国 鳥取、島根、岡山、広島、山口

四国 徳島、香川、愛媛、高知

九州 福岡、佐賀、長崎、大分、熊本、宮崎、鹿児島、沖縄

注 2）「伊藤鄭爾	:	中世住宅史 ,	1958.5,	pp.241-244」等

注 3）「小林昌人	:	民家と風土 ,	1985.10,	pp.375-376」等

注 4）「宮澤智士	 :	 越後の民家　中越編　新潟県民家緊急調査報告Ⅲ ,	

1979.3,	p.31」等

注 5）「伊藤ていじ著	:	民家は生きてきた ,	鹿島出版会 ,	1963.1,	p97」等

注 6）「気象庁	:	日本気候図　1990 年版 ,	1993.8」参照

番
号

県名 雪 名称 時代 柱幅
( 尺 )

備考 測
定

180 高知 少 山中 18 Ｃ前 0.56 D
197 熊本 無 太田 江戸末 0.56 B
048 兵庫 少 古井 室町後 0.55 C
184 福岡 無 平川 18 Ｃ後

半
0.55 B

200 大分 少 神尾 明和 8 0.55 B
265 和歌

山
無 谷山 寛延 2 0.55 B

036 奈良 無 音村 江戸後 0.54 五平 B
059 岐阜 多 田中 18 Ｃ初 0.53 B
171 香川 無 細川 江戸中 0.53 B
202 大分 少 行徳 天保 13 0.53 B
229 埼玉 無 高麗 江戸中 0.53 D
039 奈良 無 中橋 江戸後 0.51 B
068 石川 多 松下 19 Ｃ中 0.51 B
124 岩手 多 中村 文久元 0.51 A
006 長野 少 曾根

原
17 Ｃ中 0.50 B

038 奈良 無 高木 文政～
嘉永

0.50 B

049 兵庫 無 箱木 室町後 0.50 C
102 福島 多 旧

五十
嵐

享保 14 0.50 B

130 北海
道

多 三戸
部

明治 12
頃

0.50 C

164 徳島 少 長岡 享保 12 0.50 D
169 徳島 無 恵利 江戸中 0.50 D
175 愛媛 無 真鍋 18 Ｃ初 0.50 D
201 大分 無 矢羽

田
18 Ｃ後 0.50 B

203 宮崎 少 藤田 天明 0.50 D
207 沖縄 無 上江

洲
宝暦 4 0.50 B

236 千葉 無 花野
井

17 Ｃ後 0.50 C

244 千葉 無 作田 17 Ｃ後 0.49 A
129 北海

道
少 笹浪 19 Ｃ前 0.48 A

186 福岡 少 数山 天保 13 0.48 A
206 鹿児

島
無 古市 弘化 3 0.47 B

163 徳島 少 木村 元禄 12 0.46 B
177 愛媛 少 山中 18 Ｃ前 0.46 B
237 千葉 無 尾形 享保 13 0.46 C
015 京都 多 石田 慶安３ 0.45 C
082 新潟 多 若林 明和 6

火災後
0.45 C

205 鹿児
島

無 二階
堂

文化 7 0.45 D

238 千葉 無 御子
神

安永 8 0.45 D

257 長野 少 横田 寛政 6 0.45 B
271 徳島 少 小采 天保 0.45 B
034 奈良 無 臼井 元禄頃 0.41 B
161 山口 無 目加

田
18 Ｃ末
～ 19
Ｃ

0.40 C

162 山口 無 口羽 19 Ｃ中 0.38 B
140 島根 多 道面 文化文

政頃
0.36 C

055 沖縄 無 中村 江戸後 0.35 A
056 岐阜 無 林隠

居屋
文政 12 0.35 C
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